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1．研究の目的 

 水害防備林は，堤防を補強し，決壊や損傷を防止するための伝統的な河川構造物である．いかなる規模の出

水に対しても，越流氾濫に堪える強固な堤防が設置されていれば，洪水氾濫の危険度は相当に低減する．しか

し，自然堤防に由来し長年にわたり補強されてきた土構造の堤防は絶対的に安全とは言い難い．水害防備林が

設置されていれば，たとえ外水氾濫が発生しても，林内に砂礫が沈積し，水勢が弱められて下流域の堤内地に

おける被災を軽減することができる．本研究では，一級水系富士川の支川笛吹川に設置された万力林を対象と

して，現在のような河川整備が行われる以前の状況を想定し，外水氾濫発生時における万力林の洪水流・土砂

制御機能を検証するための水理解析を実施した．さらに，今後の水害防備林の利用・管理のあり方についても

考察する． 

2．研究方法 

 河川流，河床変動などの解析に適し，植生の流れの影響に対して抗力という形で考慮可能な平面二次元ソル

バー’’iRIC Nays2DH’’を用いる．洪水流解析に際しては右岸側の堤防を河川敷標高まで低く設定するなど，河川

整備以前の地形状況を想定し，万力林へ氾濫する洪水流や林内の土砂移動を評価する．  

3．万力林 

 万力林は甲府盆地東部扇頂部の治水上の要所に位置し 1)，アカマツを主要樹種として霞堤との組み合わせに

より，洪水流制御を発揮していた．アカマツは根が土中に深く入り，かつマツ科特有の油脂を多く含むため耐

水性が高く，水害防備林に適した樹種である． 

4．結果と考察 

 2000 年 9月の洪水に対し，亀甲橋観測所（富士川合流点から上流に 25.9km地点）で観測された流量を 2倍

にした流量時系列（図-1）を使用し，右岸堤防を除去することによって万力林が冠水する水理条件を設定した．

図-2に，(a)出水初期（4hr），(b)ピーク流量時（16hr），(c)出水終了直前（28hr）における流速ベクトルの平面

分布を示す．同図中の赤枠が万力林である．Q=800(m3/s)程度に達した

約 13hrあたりから河川流が万力林へ流入する．同図より万力林内で本

川内より流速が相当低減され，万力林の洪水流減勢機能が確認される．

図-3には河床地形変化を示す．林内の河床高が上昇して土砂の堆積が

認められ，万力林が流砂制御機能も評価することが可能である． 

5．結論 

 万力林内へ洪水流が氾濫する地形・水理条件を試行的に設定し，万

力林における氾濫流と河床地形変化を解析した．万力林による洪水流

の減勢や流砂制御効果を定量的に評価する上での歴史洪水解析の可

能性を示唆している．今後起こりうる超過洪水対策を講ずる上で，歴
 

図-1 流量時系列 
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史的な治水施設など伝統工法の減災効果を検証することはきわめて重要である．本研究は，水害防備林の治水

機能を再検証し，水害防備林の今後の利用・管理方法を再考するきっかけとしたい． 
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図-2 流速分布の経時変化 
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図-3 河床高変化分布の経時変化 
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